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「
天
神
さ
ま
」
と
呼
ば
れ
、
親
し
ま
れ
る
天
満
宮
（
天

神
社
）
の
祭
神
・
菅
原
道
真
。
怨
霊
と
し
て
恐
れ
ら
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
平
安
時
代
中
頃
以
降
、
道
真
を

祭
神
と
す
る
天
神
信
仰
の
発
生
と
広
ま
り
に
と
も
な
っ
て
、

多
く
の
画
像
が
作
ら
れ
、
江
戸
時
代
に
は
学
問
の
神
と
し

て
さ
ら
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

前
田
家
で
は
藩
祖
利
家
の
頃
よ
り
、
天
神
へ
の
信
仰
を

行
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
三
代
藩
主
利
常
は
、
菅
原

道
真
を
祖
と
主
張
し
、
京
都
・
北
野
天
満
宮
を
模
し
た
小

松
天
満
宮
を
建
立
す
る
な
ど
「
天
神
さ
ま
」
に
深
い
崇
敬

を
寄
せ
ま
し
た
。
つ
づ
く
歴
代
の
藩
主
も
積
極
的
に
天
神

関
係
資
料
の
収
集
を
行
い
、
領
内
に
お
い
て
も
そ
の
振
興

が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
天
神
画
像
」
に
は
い
く
つ
か
の
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、

い
ず
れ
も
道
真
に
関
す
る
説
話
に
基
づ
い
た
も
の
で
す
。

大
宰
府
へ
送
ら
れ
る
船
中
で
、
敷
物
が
な
く
丸
め
た
縄
の

上
に
座
っ
た
と
こ
ろ
、
あ
ま
り
の
惨
め
さ
に
怒
り
が
込
み

上
げ
、そ
の
表
情
を
露
に
し
た
と
い
う
「
縄
敷
天
神
画
像
」。

道
真
が
中
国
へ
渡
り
法
衣
を
受
け
た
と
い
う
説
話
に
基
づ

き
、
中
国
風
の
装
束
を
身
に
付
け
、
梅
の
枝
を
持
つ
よ
う

に
な
っ
た
「
渡
唐
天
神
像
」
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
の
姿
は
、

「
天
神
さ
ま
」
が
多
様
な
神
と
し
て
親
し
ま
れ
た
証
で
あ

り
、
前
田
家
が
先
祖
と
し
て
「
天
神
さ
ま
」
を
崇
め
た
理

由
も
、
自
在
に
変
化
す
る
姿
に
対
す
る
憧
れ
だ
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
回
は
六
点
の
天
神
画
像

の
ほ
か
、
文
人
志
向
の
高
ま
り
の
中
で
尊
重

さ
れ
、
前
田
家
の
雅
な
趣
味
が
う
か
が
え
る

文
房
具
を
展
示
し
ま
す
。

　

刀
剣
は
武
器
と
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
す
。
し
た

が
っ
て
、
用
を
極
限
ま
で
追
求
し
た
と
こ
ろ
に
美
が
現
れ

ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
「
刀
剣
の
美
」
は
装
飾
的
な
美
で
は
な

く
、
そ
う
し
た
思
い
を
そ
ぎ
落
と
し
た
凜
と
し
た
美
し
さ

と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
般
に
、
鉄
は
固
く
鍛
え
る

と
曲
が
り
に
く
い
が
折
れ
や
す
く
、
柔
ら
か
く
鍛
え
れ
ば

折
れ
に
く
い
代
わ
り
に
曲
が
り
や
す
い
も
の
で
す
。
し
か

し
日
本
刀
は
、
固
く
折
れ
に
く
く
曲
が
り
に
く
く
、
さ
ら

に
良
く
切
れ
る
と
い
う
難
題
を
、
硬
度
の
異
な
る
鋼
を
用

い
て
見
事
に
解
決
し
て
い
ま
す
。　

　

今
回
は
館
蔵
品
、
寄
託
品
の
中
か
ら
、
正
宗
を
始
め
と

す
る
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
の
比
較
的
よ
く
知
ら
れ
た

名
刀
と
、
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
加
賀
の
地
で
作

ら
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
加
州
刀
を
約
二
十
口
展
示
し
ま
す
。

そ
の
中
に
は
、
戦
後
連
合
国
軍
に
武
装
解
除
の
一
環
と
し

て
接
収
さ
れ
た
刀
剣
類
の
う
ち
、
東
京
都
北
区
赤
羽
に
集

め
ら
れ
た
た
め
に
、「
赤
羽
刀
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
も
の

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。「
赤
羽
刀
」
は
そ
の
後
一
部
が
日

本
に
返
却
さ
れ
、
所
有
者
不
明
の
数
千
点
が
長
年
東
京
国

立
博
物
館
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
や
が
て
平
成
十
一

年
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
刀
剣
に
ゆ
か
り
の
深
い
各
地
の
博
物

館
施
設
に
譲
与
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
展
示
す
る
の
は
、
譲

与
さ
れ
た
後
に
当
館
に
お
い
て
研
磨
し
た
も
の
で
す
。
室

町
時
代
の
家
次
や
勝
家
、
勝
光
の
作
を
江
戸
時
代
の
兼
若

ら
と
同
時
に
鑑
賞
し
て
い
た
だ
け
る
の
は
、
貴
重
な
機
会

と
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

前田家の
天神信仰と文房具

2月11日（金・祝）～3月26日（土）　
会期中無休

2月11日（金・祝）～3月26日（土）　
会期中無休

前田育徳会尊經閣文庫分館第２展示室

縄敷天神画像短刀　無銘正宗　正宗作　鎌倉時代　14世紀

刀剣の美
　 　加州刀を中心に
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2月11日（金・祝）～3月26日（土）　
会期中無休

2月11日（金・祝）～3月26日（土）　
会期中無休

　

国
画
会
会
員
・
金
沢
美
術
工
芸
大
学
油
画
教
授 

前
田

昌
彦
氏
の
特
集
展
示
を
行
い
ま
す
。

　

前
田
氏
は
昭
和
二
十
八
年
滋
賀
県
生
ま
れ
、
五
十
一
年

に
金
沢
美
術
工
芸
大
学
油
画
コ
ー
ス
を
卒
業
し
て
東
京
芸

術
大
学
大
学
院
に
進
み
、
五
十
四
年
か
ら
は
仏
政
府
給
費

留
学
生
と
し
て
二
年
間
パ
リ
国
立
高
等
美
術
学
校
に
在
籍
、

五
十
七
年
に
帰
国
し
母
校
金
沢
美
大
油
画
講
師
と
な
り
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

本
展
は
、
前
田
氏
が
パ
リ
留
学
中
に
描
い
た
一
九
八
〇

年
（
昭
和
五
十
五
年
）
の
作
品
か
ら
最
近
作
ま
で
、
三
十

年
の
創
作
の
歩
み
を
十
八
点
の
作
品
に
よ
り
、
ご
覧
い
た

だ
く
も
の
で
す
。

　

前
田
氏
は
、
抑
制
の
利
い
た
色
彩
と
人
体
を
主
に
し
た

具
象
の
構
成
に
よ
っ
て
、
時
代
を
捉
え
た
作
品
を
発
表
し

て
き
ま
し
た
。〝
静
物
〞〝
家
族
の
肖
像
〞〝
拒
絶
す
る
男
〞

〝
兵
士
〞〝
ト
ル
ソ
〞〝
銃
口
〞〝
戦
闘
機
〞
様
々
な
モ
テ
ィ
ー

フ
が
キ
ャ
ン
バ
ス
に
併
置
さ
れ
、
テ
ー
マ
は
静
か
ら
動
へ

と
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
一
見
平
面
的
と
思
え
る
画
面
は
、

大
小
の
相
似
形
や
適
切
な
ヴ
ァ
ル
ー
ル
を
持
っ
た
色
面
に

よ
り
、
空
間
を
構
成
す
る
の
で
す
。
ま
た
画
面
に
は
異
な

る
時
系
列
の
像
が
描
か
れ
ま
す
が
、
こ
う
し
た
異
時
同
図

の
構
図
は
西
洋
の
古
典
に
も
日
本
の
絵
巻
に
も
う
か
が
え

る
も
の
で
、
前
田
氏
が
作
品
に
ス
ト
ー
リ
ー
を
求
め
る
と

共
に
、
両
洋
の
古
典
に
連
な
ら
ん
と
す
る
意
志
を
強
く
感

じ
さ
せ
る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

　

造
形
の
追
求
と
物
語
性
、
二
律
背
反
と
み
な
さ
れ
る
こ

の
二
つ
の
要
素
を
、
前
田
氏
が
今
後
ど
の
よ
う
に
結
び
つ

け
展
開
し
て
ゆ
く
の
か
、
本
展
が
画
家
に
と
っ
て
新
た
な

出
発
点
と
な
り
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
前
田
氏
の
絵
画
世

界
を
ご
堪
能
い
た
だ
く
契
機
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

前田昌彦展
　　～いざない～

第３展示室

画室 I  1984年

主な展示作品

２F コレクション展示

油彩画

彫刻

日本画・書

近現代工芸

「前田家の天神信仰と文房具」

特集展示
「刀剣の美　加州刀を中心に」

古美術

古美術

国宝　色絵雉香炉　　　
重文　色絵雌雉香炉
　　　ともに野々村仁清　　

〔日本画〕
舞扇　　坂根克介
皓　　　曲子光男
先斗町　山本　隆
〔書〕
蘆葉江月寒　上条信山
暁雲　　　　久田鶴南
千古心　　　松井如流

宵映 柿木　章

陶製モザイク
平安図飾筥 北出塔次郎
金銀象嵌
龍虎人物図燭台 米沢弘正

春を包む 矩　幸成
春葩 田中　昭

MiserereⅥ 中村晋也

特集展示
「前田昌彦展～いざない～」

◆
講
演
会

　
二
月
二
十
日
（
日
）

　
十
三
時
三
〇
分
〜
十
五
時

　
演
題
「
私
と
作
品
の
歩
み
」

　
講
師
／
前
田
昌
彦
氏

　
　
　
（
洋
画
家
・
金
沢
美
大 

油
画
教
授
）



BIJUTSUKAN DAYORI  No .3 2 8 4

　

石
川･

富
山
の
優
れ
た
近
現
代
作
品
を

紹
介
す
る
本
展
も
、
残
す
と
こ
ろ
あ
と
数

日
と
な
り
ま
し
た
。秋
季
に
開
催
し
た「
加

越
能
の
美
術
│
縄
文
か
ら
江
戸
時
代
の
名

宝
」
の
続
編
で
あ
り
、
明
治
以
降
の
名
品

を
展
示
す
る
本
展
は
、
石
川
、
富
山
の
持

つ
文
化
や
芸
術
性
の
違
い
を
さ
ら
に
感
じ

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
藩
政
期
か
ら
形
成

さ
れ
て
き
た
歴
史
的
風
土
が
、「
作
家
層

の
厚
さ
」、
と
り
わ
け
石
川
の
「
美
術
工

芸
王
国
と
し
て
の
基
盤
」
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
実
感
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
、
隣
の
県
で
あ
り
な
が
ら
、

意
外
と
富
山
県
の
文
化
、
芸
術
に
触
れ
る

機
会
が
少
な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ
か
れ
る

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に
「
お
隣
富

山
」
の
石
川

と
は
ひ
と
味

違
う
文
化
に

興
味
を
持
っ

て
頂
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

第
６
〜
９
展
示
室

加
越
能
の
美
術

石
川
・
富
山
の
美
100
選

ー
明
治
か
ら
現
代
の
絵
画
・
彫
刻
・
工
芸
ー

　

名
物
裂
と
は
、
中
国
の
元
・
明
・
清
の
時

代
に
製
織
さ
れ
た
金
襴
・
緞
子
に
代
表
さ

れ
る
染
織
品
で
、
鎌
倉
・
室
町
か
ら
江
戸

時
代
に
か
け
て
わ
が
国
に
舶
載
さ
れ
、
茶

道
の
発
展
と
と
も
に
ま
す
ま
す
珍
重
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
前
田
家
で
は
海

外
の
文
物
に
高
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
三
代

藩
主
利
常
が
、
寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）、

当
時
海
外
貿
易
の
唯
一
の
窓
口
で
舶
来
品
の

宝
庫
と
な
っ
た
長
崎
へ
家
臣
を
遣
わ
せ
て
買

い
求
め
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
、
名
物
裂
の
宝

庫
と
い
わ
れ
ま
す
。
新
春
に
ち
な
み
干
支
の

「
う
さ
ぎ
」
や
吉
祥
文
を
配
し
た
金
襴
・
緞

子
を
十
点
展
示
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

前
田
家
に
は
文
房
具
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
あ

り
ま
す
。
中
国
の
文
人
思
想
の
影
響
か
ら

江
戸
時
代
に
は
文

房
具
が
愛
玩
さ
れ

た
の
で
す
。「
う

さ
ぎ
の
水
入
」
が

皆
様
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
の
で
、

企
画
展
と
と
も
に

本
展
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

前
田
育
徳
会

尊
經
閣
文
庫
分
館

前
田
家
の
雅

入子菱繋ぎ地花兎文様金地金襴

　

今
回
の
展
示
で
は
香
合
が
大
半
を
占
め

て
い
ま
す
。
伝
統
工
芸
展
や
日
展
な
ど
と

い
っ
た
展
覧
会
で
見
ら
れ
る
、
比
較
的
大

ぶ
り
な
作
品
と
違
っ
て
、
香
合
は
ほ
ぼ
手

の
ひ
ら
に
収
ま
る
大
き
さ
で
す
。
企
画
展

「
石
川･

富
山
の
美 

１
０
０
選
」
に
出
品

し
て
い
る
漆
芸
パ
ネ
ル
「
海
の
詩
」
の
作

者
、
三
谷
吾
一
氏
の
「
鳥
香
合
」
を
、
こ

の
特
集
で
展
示
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
作

者
本
人
も
お
気
に
入
り
と
コ
メ
ン
ト
し
て

お
り
、
沈
金
の
人
間
国
宝
・
前
大
峰
氏
に

師
事
し
た
確
か
な
技
術
と
、
卓
越
し
た
意

匠
力
に
裏
付
け
ら
れ
た
、
小
品
な
が
ら
強

い
存
在
感
の
あ
る
作
品
で
す
。
松
田
権
六
、

寺
井
直
次
、
板
谷
波
山
、
北
出
不
二
雄
、

西
出
大
三
な
ど
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
家

に
よ
る
、
小
品
に
展
開
す
る
工
芸
作
家
た

ち
の
世
界
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

第
５
展
示
室

香
り
を
か
ざ
る

ー
現
代
の
香
道
具 

　
　
　
　
　
　

香
炉
・
香
合
・
香
盆
ー鳥香合　三谷吾一

　

今
回
の
特
集
は
今
年
の
干
支
、
兎
を
題

材
と
し
た
作
品
と
、
松
竹
梅
な
ど
の
吉
祥

図
に
よ
る
絵
画
と
調
度
、
そ
し
て
通
常
の

用
途
と
は
別
に
縁
起
物
と
し
て
愛
好
さ
れ

て
い
る
能
面
な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

近
年
は
、
美
術
館
に
初
詣
と
い
う
趣
向
も

増
え
る
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す
。
年
の
初

め
に
「
お
目
出
度
い
」
作
品
に
接
す
る
と
、

何
か
力
を
も
ら
う
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
。

今
回
は
長
寿
や
財
運
興
隆
な
ど
、
良
い
こ

と
が
あ
る
よ
う
に
と
の
願
い
を
こ
め
て
制

作
さ
れ
、
ま
た
数
百
年
に
わ
た
っ
て
そ
う

し
た
願
い
と
と
も
に
鑑
賞
さ
れ
て
き
た
作

品
を
数
多
く
展
示
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
作
品
が
醸
し
出
す
独
特
の
雰
囲
気
は
、

ま
さ
に
新
年
を
祝
う
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の

で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

会
期
も
少
な

く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
こ

の
機
会
に
是

非
ご
鑑
賞
く

だ
さ
い
。

第
２
展
示
室

新
春
を
寿
ぐ

兎福寿草図（部分）1782年　江戸時代　岸駒

２月はじめの展覧会　　
1月4日（火）～2月7日（月）　会期中無休　※「加越能の美術」のみ２月６日（日）まで
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絵
画
、
彫
刻
、
デ
ザ
イ
ン
、
工
芸
、
美
術
教
育
の
各

分
野
の
学
部
、
大
学
院
生
に
よ
る
平
成
二
十
二
年
度
卒

業
・
修
了
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
多
様
な

分
野
へ
進
出
を
目
指
す
学
生
達
が
、
自
ら
の
学
生
生
活

の
総
決
算
と
し
て
地
道
に
努
力
を
重
ね
、
且
つ
創
造
的

に
研
究
し
制
作
し
て
完
成
さ
せ
た
も
の
で
す
。
展
示
点

数
は
約
二
十
五
点
、
是
非
ご
高
覧
下
さ
い
。
そ
し
て
忌

憚
の
な
い
ご
批
評
、
ご
助
言
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
入
場
無
料

◇
連
絡
先　

金
沢
市
角
間
町

　
　
　
　
　

金
沢
大
学
人
間
社
会
学
域
学
校
教
育
学
類　

　
　
　
　
　

江
藤　

望

　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
七
六
│
二
六
四
│
五
五
八
二

　

本
学
美
術
文
化
学
部
美
術
工
芸
学
科
（
日
本
画
・
洋

画
・
陶
芸
・
漆
芸
）、
情
報
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
卒
業
制
作
、

美
術
文
化
専
攻
科
修
了
制
作
、
ま
た
、
文
化
財
学
科
卒

業
研
究
の
成
果
を
発
表
い
た
し
ま
す
。
ご
覧
い
た
だ
き
、

忌
憚
の
な
い
ご
批
評
を
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

◇
入
場
無
料

◇
連
絡
先　

金
沢
市
末
町
十

　
　
　
　
　

金
沢
学
院
大
学
美
術
文
化
学
部　

香
林

　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
七
六
│
二
二
九
│
八
七
七
五

　
　
　
　
　

　

昭
和
五
十
一
年
に
郷
土
が
誇
る
九
谷
焼
の
技
術
保
存

と
発
展
向
上
を
図
る
た
め
、
九
谷
焼
技
術
保
存
会
が
石

川
県
無
形
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
本
展

は
そ
の
技
術
保
存
会
の
事
業
の
一
つ
と
し
て
毎
年
行
わ

れ
て
い
る
公
募
展
で
、
今
回
は
三
十
四
回
目
と
な
り
ま

す
。
入
選
作
並
び
に
九
谷
焼
技
術
保
存
会
会
員
の
作
品

を
一
堂
の
も
と
に
展
示
し
ま
す
。

◇
入
場
料　

一
般　
　

三
五
〇
円
（
二
八
〇
円
）　　

　
　
　
　
　

大
学
生　

二
八
〇
円
（
二
二
〇
円
）

　
　
　
　
　

高
校
生
以
下
は
無
料　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

※
（　

）
内
は
二
十
名
以
上
の
団
体
料
金

　
　

      

当
館
友
の
会
会
員
は
、
会
員
証
の
提
示
に
よ
り
団

　
　

体
料
金
に
な
り
ま
す
。

◇
連
絡
先　

能
美
市
寺
井
町
よ
二
十
五
番
地　

　
　
　
　
　

石
川
県
九
谷
会
館

　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
七
六
一
│
五
七
│
〇
一
二
五　

金沢大学教育学部
美術教室卒業・修了制作展
2月11日（金・祝）～14日（月）　会期中無休

第７展示室

第８回

金沢学院大学美術文化学部
卒業研究制作展
2月17日（木）～21日（月）　会期中無休

第７～９展示室

第34回
伝統九谷焼工芸展
2月26日（土）～3月13日（日）　会期中無休

第７展示室

二
月
の

企
画
展
示
室
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平成23年度 友の会会員募集

①
募
集
定
員 　

一
、五
〇
〇
名

②
会　
　

費 　

二
、〇
〇
〇
円

③
受
付
期
間 　

三
月
一
日
（
火
）
よ
り
開
始
。

　

募
集
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
。

④
入
会
手
続
き 

次
の
Ａ
、Ｂ
い
ず
れ
か
の
方
法
。

Ａ 

直
接
来
館
し
て
の
お
申
込
み

・
会
員
証 

／
そ
の
場
で
発
行
。

・
場　
　

所 

／
一階
ロ
ビ
ー 

情
報・図
書
コ
ー
ナ
ー

・
申
込
方
法
／ 

会
費
（
現
金
）
と
同
封
の
入
会

申
込
書
に
所
定
事
項
を
記
入
し

て
提
出
。

・
受
付
時
間
／ 

午
前
九
時
三
〇
分
〜
午
後
六
時 

（
休
館
日
を
除
く
）

　
　
　
　
　
　
※ 
展
示
替
え
に
よ
る
三
月
の
休
館
日
は
、

二
十
七
日
（
日
）
〜
三
十
一
日
（
木
）。

Ｂ 

郵
便
局
か
ら
の
お
申
込
み

・
会
員
証 

／ 

三
月
末
か
ら
美
術
館
だ
よ
り

と
共
に
郵
送
。

・
申
込
方
法
／  

同
封
の
払
込
取
扱
票
に
所
定
事

項
を
記
入
し
、
最
寄
り
の
郵
便

局
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
）
窓
口
に

て
支
払
い
。
払
込
手
数
料
（
窓

口
一
二
〇
円
・
Ａ
Ｔ
Ｍ
八
〇
円
）

は
申
込
者
負
担
。

・
注
意
事
項
／ 

同
封
の
申
込
書
を
郵
送
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
払
込
取
扱

票
の
受
領
証
は
、
会
員
証
が
送

付
さ
れ
る
ま
で
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

◇
郵
便
局
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
）
備
え
付
け
の
振

替
用
紙
を
ご
使
用
の
場
合
、口
座
番
号・加
入
者・

通
信
欄
に
右
下
の
事
項
を
記
入
し
て
支
払
い
。

・
郵
便
振
替
口
座　
０
０
７
０
０
│
７
│
４
６
４
９
０

・
加
入
者
名　

石
川
県
立
美
術
館
友
の
会

・
通
信
欄
記
入
事
項

　

  

年
齢
、性
別
、
会
員
の
区
別
（
継
続・新
規・元
）、

職
業
、
継
続
会
員
の
方
は
現
在
の
会
員
番
号

⑤
そ
の
他

◇
会
員
証
の
有
効
期
限

　
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
〜
二
十
四
年
三
月
末
日

◇
会
員
証
の
対
象

　

記
名
者
本
人
の
み 

　
（
ご
家
族
の
方
と
の
連
名
受
付
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

◇
一
度
納
入
さ
れ
た
会
費
の
返
金
は
で
き
ま
せ
ん
。

◇ 

会
員
証
紛
失
に
よ
る
再
発
行
は
受
付
ま
せ
ん
。

３月１日(火)から受付開始!!　郵送でのお申し込みは郵便振替で
現会員で継続を希望される方も、改めてお申し込み下さい。

二
月
の
行
事
予
定

■
土
曜
講
座　

十
三
時
三
〇
分
〜

　

美
術
館
講
義
室 

聴
講
無
料　

五
日　
　
（
土
）「
鴨
居
玲
と
金
沢
美
専
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
二
木　

伸
一
郎　

学
芸
第
一課
担
当
課
長

十
二
日　
（
土
）「
石
川
の
立
体
造
形
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
澤　

寛　

学
芸
専
門
員

十
九
日　
（
土
）「
石
川
県
の
工
芸　

人
間
国
宝
と

そ
の
周
辺
（
２
）
木
工
芸
」　　
　

寺
川　

和
子　

学
芸
主
査

二
十
六
日（
土
）「
石
川
の
美
術　

プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ・

ナ
イ
ー
ブ
の
造
形
」　　
　
　
　

 

北
澤　

寛　

学
芸
専
門
員

■
講
演
会　

十
三
時
三
〇
分
〜

　

美
術
館
ホ
ー
ル 

聴
講
無
料

二
十
日　
（
日
）
演
題
「
私
と
作
品
の
歩
み
」

講
師
：
前
田
昌
彦
氏
（
洋
画
家
）

■
映
像
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

十
三
時
三
〇
分
〜　

　

美
術
館
ホ
ー
ル 

入
場
無
料

六
日　
　
（
日
） 

① 

「 

世
界
・
美
の
旅　

５　

ゴ
ッ
ホ　

〜
ア
ル
ル
の
ひ

ま
わ
り
〜
」 

（
三
〇
分
）

② 

「 

世
界
・
美
の
旅　

６　

ゴ
ー
ギ
ャ
ン　

〜
野
性
へ

の
あ
こ
が
れ
〜
」 （
三
〇
分
）

十
三
日　
（
日
）

① 

「 

世
界
・
美
の
旅　

７　

 

ミ
レ
ー　

〜
種
ま
く
人

は
今
〜
」 

（
三
〇
分
）

② 

「 

世
界
・
美
の
旅　

８　

ス
ー
ラ　

〜
点
描
の
画

家
〜
」 

（
三
〇
分
）

会
員
の
特
典

●
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
に
無
料
で
入
場
可

　
（
要
会
員
証
・
会
員
本
人
の
み
）

●
企
画
展
入
場
券
進
呈

　
（ 

春
季
・
秋
季
・
新
春
三
回
の
企
画
展
の

い
ず
れ
か
二
回
に
無
料
で
入
場
可
）

●
企
画
展
の
開
会
式
ご
招
待

●
入
館
料
の
割
引
（
要
会
員
証
）

①    同
伴
者
二
名
ま
で
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
、

　

企
画
展
観
覧
料
が
割
引
。

② 
会
員
本
人
の
み
、
石
川
県
立
歴
史
博
物

館
、
石
川
県
七
尾
美
術
館
、
石
川
県
輪

島
漆
芸
美
術
館
、
石
川
県
九
谷
焼
美
術

館
、
石
川
県
能
登
島
ガ
ラ
ス
美
術
館
、

金
沢
21
世
紀
美
術
館
の
、
各
館
主
催
展

覧
会
を
割
引
。

●
館
主
催
諸
行
事
へ
の
参
加
。

● 

最
新
情
報
を
お
伝
え
す
る
『
石
川
県
立

美
術
館
だ
よ
り
（
本
誌
）』
を
毎
月
郵
送
。
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石川県移動美術展

　

二
十
四
回
目
と
な
る
今
年
度
の
移
動
美
術
展
は
、
初
め
て
能
美
市

で
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
能
美
市
は
平
成
十
七
年
に
能
美

郡
の
根
上
町
・
寺
井
町
・
辰
口
町
が
新
設
合
併
し
て
発
足
し
て
い
ま
す
。

　

出
品
作
家
は
、
能
美
市
出
身
・
ゆ
か
り
の
作
家
と
し
て
判
三
教
（
油

彩
画
）、
西
房
浩
二
（
油
彩
画
）、
梶
本
良
衛
（
彫
塑
）、
山
下
晴
子
（
彫

塑
）
ら
が
い
ま
す
。
そ
の
他
、坂
根
克
介
（
日
本
画
）、中
出
信
昭
（
日

本
画
）、
鴨
居
玲
（
油
彩
画
）、
高
光
一
也
（
油
彩
画
）、
宮
本
三
郎
（
油

彩
画
）、吉
田
三
郎
（
彫
塑
）、寺
井
直
次
（
漆
工
）、三
谷
吾
一
（
漆
工
）

西
出
大
三
（
截
金
）
な
ど
、
石
川
県
を
代
表
す
る
作
家
の
作
品
、
さ

ら
に
江
戸
時
代
の
歌
川
広
重
・
国
貞
・
国
芳
の
浮
世
絵
版
画
な
ど
、

優
品
約
四
十
点
を
一
堂
に
展
示
い
た
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
下
さ
い
。

会　
　

場　

 

能
美
市
根
上
学
習
セ
ン
タ
ー
一
階
展
示
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　

石
川
県
能
美
市
大
成
町
ヌ
一
一
一
番
地　

　
　
　
　
　
（
T
E
L　

〇
七
六
一
│
五
五
│
八
五
六
〇
）

開
催
期
間　

  

平
成
二
十
三
年
二
月
十
二
日
（
土
）
〜
二
十
日
（
日
）　

会
期
中
火
曜
日
休
み　

開
場
時
間　

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

入
場
料　

無
料

　

学
校
出
前
講
座
、
十
二
月
の
一
校
目
は
津
幡
町
立

笠
野
小
学
校
。
全
校
児
童
三
十
八
人
の
小
さ
な
学
校

で
、
学
校
の
後
ろ
は
す
ぐ
山
と
い
う
自
然
に
恵
ま
れ

た
環
境
に
あ
り
ま
す
。
対
話
型
鑑
賞
で
は
子
ど
も
た

ち
の
控
え
め
な
が
ら
、
豊
か
な
自
然
に
育
ま
れ
た
素

直
な
感
性
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
す
ば
ら

し
い
環
境
の
中
で
毎
日
過
ご
し
て
い
る
笠
野
小
学
校
の
児
童
や
教
職
員
の

方
々
が
、
う
ら
や
ま
し
く
感
じ
た
出
前
講
座
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
年
度
最
後
の
出
前
講
座
は
、
加
賀
市
立
片
山
津
小
学
校
。
校

長
先
生
を
は
じ
め
先
生
方
は
大
変
熱
心
に
こ
の
講
座
に
臨
ん
で
く
だ
さ
り
、

全
校
児
童
が
鑑
賞
し
て
く
れ
ま
し
た
。
は
じ
め
の
う
ち
は
作
品
か
ら
受
け
た

自
分
の
想
い
を
皆
の
前
で
言
葉
に
す
る
こ
と
に
戸

惑
っ
て
い
ま
し
た
が
、
時
間
が
経
つ
ご
と
に
徐
々
に

発
言
し
て
く
れ
る
児
童
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
授
業

後
の
教
室
で
の
感
想
か
ら
、
美
術
作
品
を
鑑
賞
す
る

楽
し
さ
を
体
験
し
た
児
童
が
い
た
こ
と
を
担
任
の
先

生
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
加
賀
市
や
か
ほ
く
市
な
ど
金
沢
か
ら
少
し
距
離
が
あ
る
地
域

を
中
心
に
十
校
で
講
座
を
行
い
ま
し
た
。
訪
問
し
た
学
校
の
皆
様
に
は
、
講

座
開
設
の
折
に
い
ろ
い
ろ
と
ご
協
力
頂
き
、
今
年
度
の
事
業
を
無
事
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今年度は能美市で開催!!

梶本良衛　ワ・タ・シ今ナニヲ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
レ
ポ
ー
ト

学
校
出
前
講
座

ど
こ
で
も
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

2月12日（土）～2月20日（日）　会期中火曜日休み
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2月の休館日は

8日（火）～10日（木）です

ご利用案内
コレクション展観覧料
　一　般　350円（280円）
　大学生　280円（220円）
　高校生以下　無料
　※（　　）内は団体料金

2月の開館時間
　午前9：30～午後6：00

カフェ営業時間
　午前10：00～午後7：00　

2月7日（月）はコレクション
展無料の日です。

　

画
面
に
小
山
の
よ
う
に
土
坡
（
ど
は
）
を
連
続
さ
せ
て
、

奥
行
き
と
横
の
広
が
り
を
表
現
す
る
宗
雪
な
ら
で
は
の
画
面

構
成
。
そ
の
中
央
に
二
羽
の
兎
を
配
し
て
、
手
前
の
一
羽
は

正
面
を
、
そ
し
て
奥
の
も
う
一
羽
は
左
上
方
を
見
つ
め
て
い

ま
す
。
鑑
賞
者
は
画
面
全
体
に
配
さ
れ
た
萩
と
と
も
に
こ
の

兎
の
視
線
に
誘
導
さ
れ
て
、
こ
ち
ら
の
画
面
に
は
描
か
れ
て

い
な
い
秋
の
名
月
を
連
想
し
ま
す
。
本
作
は
当
初
屏
風
と
し

て
描
か
れ
ま
し
た
が
、
後
に
襖
に
改
装
さ
れ
て
使
用
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
現
在
は
屏
風
の
形
に
戻
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
当

初
は
左
側
に
も
う
一
隻
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
に

は
同
じ
よ
う
に
連
続
す
る
土
坡
と
萩
な
ど
の
秋
草
、
そ
し
て

二
羽
以
上
の
兎
が
描
か
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
そ
れ
で
は
満
月
は
描
か
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

俵
屋
宗
達
や
本
阿
弥
光
悦
な
ど
、
今
日
「
琳
派
」
と
呼
ば
れ

る
芸
術
家
た
ち
が
能
楽
を
深
く
た
し
な
ん
で
い
た
事
実
を
考

え
る
と
、「
せ
ぬ
所
が
面
白
き
」
と
い
う
世
阿
弥
の
美
学
に

鑑
み
て
、
月
は
描
か
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
こ
の
よ
う
に
片
隻
が
失
わ
れ
て
い
る
う
え
に
、
画
面

の
剥
落
も
目
立
つ
本
作
で
す
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
現
在
の
私
た

ち
は
筆
者
が
最
も
伝
え
た
か
っ
た
「
あ
は
れ
」
の
美
意
識
に

深
く
共
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

俵
屋
宗
雪
は
、
京
の
町
絵
師
と
し
て
一
世
を
風
靡
（
ふ
う

び
）
し
た
俵
屋
宗
達
が
主
宰
し
た
絵
屋
の
俵
屋
を
継
い
で
、

宗
達
の
正
式
な
後
継
者
と
な
っ
た
画
家
で
す
。
し
か
も
法
橋

（
ほ
っ
き
ょ
う
）
に
叙
任
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
宗
雪
の
能

力
は
宗
達
と
同
様
に
宮
廷
か
ら
も
評
価
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
加
賀
藩
三
代
藩
主
前
田
利
常
の
命
に
よ
り
、
加
賀
藩
の

御
用
も
務
め
て
い
ま
す
。

※
二
月
七
日（
月
）ま
で
第
２
展
示
室　

特
集「
新
春
を
寿
ぐ
」で
展
示
中
。

前田育徳会
尊經閣文庫分館 第2展示室 第3展示室

　　前田家の
　　天神信仰と文房具

刀剣の美
加州刀を中心に

前田昌彦展
～いざない～

3月の展覧会

会期：2月11日（金・祝）～3月26日（土）


